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①普及・拡大の状況（実施件数）

平成２３年度において、総合評価方式の適用率は件数ベースで９８．７％となり、ほぼ１００％の適用状平成２３年度において、総合評価方式の適用率は件数 スで９８．７％となり、ほぼ１００％の適用状
況となっている。

平成２３年度において、タイプ別で最も多いのは簡易型の６，４５９件（全体に占める割合７０．０％）で、
最も少ないのは高度技術提案型の１件である。
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注１）８地方整備局の工事を対象。
注２）適用率は随意契約を除く全発注工事件数に対する総合評価方式実施件数の割合。



①普及・拡大の状況（実施金額）

平成２３度において、総合評価方式の適用率は金額ベースで９９．２％となり、ほぼ１００％の適用状況平成２３度において、総合評価方式の適用率は金額 スで９９．２％となり、ほぼ１００％の適用状況
となっている。

平成２３年度において、タイプ別で最も多いのは標準型の７，７７５億円（全体に占める割合５５．７％）で、
最も少ないのは高度技術提案型の２３億円（同０．２％）である。
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注１）８地方整備局の工事を対象。
注２）適用率は随意契約を除く全発注工事金額に対する総合評価方式実施金額の割合。



②高度技術提案型の実施状況

平成１７～２３年度において、高度技術提案型は一般土木、鋼橋上部、プレストレストコンクリートの工平成１７ ２３年度において、高度技術提案型は 般土木、鋼橋上部、プレストレストコンクリ トの工
種で実施する場合が多く、件数ベースで６３件（全体に占める割合８８．８％）、金額ベースで２，０３０億
円（同９２．７％）である。
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注１）８地方整備局の工事を対象。 (港湾・空港関係工事を除く）



③落札者の状況

平成２３年度において、最高得点者（最低価格者以外）が落札した割合は、WTO（標準型）６０．０％、標平成２３年度において、最高得点者（最低価格者以外）が落札した割合は、WTO（標準型）６０．０％、標
準型（Ⅰ型）５０.０％、標準型（Ⅱ型）３３.３%、簡易型３０．１%となっており、技術評価を重視する度合
いが大きいほど高い割合となっている。
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注１）８地方整備局の工事を対象。
注２）主要4工種（一般土木、AS舗装、PC、鋼橋上部工）に該当する工事を対象。



③落札者の状況

〔簡易型（実績重視型含む）〕
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注１）８地方整備局の工事を対象。
注２）主要4工種（一般土木、AS舗装、PC、鋼橋上部工）に該当する工事を対象。

注３）予定価格超過者、辞退者及び不参加者を除く。
注４）実績重視型は、「簡易な施工計画」に配点がされていない工事を含む。
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③落札者の状況

満点（標準点＋加算点満点＋施工体制点）における得点率は、全てのケースにおいて９０％以上となる満点（標準点＋加算点満点＋施工体制点）における得点率は、全てのケ スにおいて９０％以上となる
件数が過半数を超えており、それぞれ９６．６％、７７．６％、７０．０％、８９．６％を占めている。
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P.6注１）８地方整備局の工事を対象。 注２）主要4工種（一般土木、AS舗装、PC、鋼橋上部工）に該当する工事を対象。
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④総合評価落札方式の効果検証①
●落札者に占める技術評価点の最高得点者及び最低価格者の割合

落札者の内、技術評価点の最高得点者の占める割合は増加傾向にあり、最低価格者の占める割合は
減少傾向にある。なお、H23の高度技術提案型は１件のみであり極端な数字となっている。
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注１）８地方整備局の工事を対象。 (港湾・空港関係工事を除く）
注２）加算方式の工事を除く。



④総合評価落札方式の効果検証②
●落札者に占める技術評価点の最高得点者・最高得点者以外、最低価格者・最低価格者以外の割合
［ WTO（標準型）］

落札者の内、技術評価点の最高得点者の占める割合は増加傾向にあり、最低価格者の占める割合は減
少傾向にある。
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注２）加算方式の工事を除く。 P.8

注３）主要4工種（一般土木、AS舗装、PC、鋼橋上部工）の工事を対象。
注４）予定価格超過者、辞退者及び不参加者を除く有効入札参加者を対象に、

価格及び技術評価点の区分を判定。
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⑤データで見る総合評価落札方式①
●落札率

WTO（標準型）の落札率については、H18年度以降上昇している。一方、落札率と調査基準価格率の
差はH19年度以降縮小傾向にある。
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注１）８地方整備局の工事を対象。 (港湾 空港関係工事を除く）
注２）加算方式の工事を除く。



⑤データで見る総合評価落札方式②
●応札者の技術評価点

H23年度は、WTO（標準型）の技術評価点一位同点者数の増加に歯止めがかかった。

技術評価点一位と二位の得点差は、WTO（標準型）、簡易型で小さく、特にWTO（標準型）はH20年度
以降急激に差が縮小している。
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注１）８地方整備局の工事を対象 (港湾・空港関係工事を除く）
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注１）８地方整備局の工事を対象。 (港湾 空港関係工事を除く）
注２）加算方式の工事を除く。
注３）技術評価点一位と二位の得点差は予定価格内１者の工事を除き集計。
注４）予定価格超過者、辞退者及び不参加者を除く有効入札参加者を対象に、技術評価点の順位を判定。



⑤データで見る総合評価落札方式③
●入札参加者数

WTO（標準型）の工事件数がH20年度をピークに減少していたが、H23年度はH20年度水準まで持ち
直している。

WTO（標準型）の入札参加者数は、H20年度の10者程度からH22年度には20社程度まで倍増したが、

25

入札参加者数
250

工事件数の推移

WTO（標準型）の入札参加者数は、H20年度の10者程度からH22年度には20社程度まで倍増したが、
H23年度は増加に歯止めがかかった状況にある。
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簡

0

50

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

対象工事１件

簡易型 標準Ⅱ型 標準型・標準Ⅰ型

WTO（標準型） 高度技術提案型 WTO（標準型）

注１）８地方整備局の工事を対象 (港湾・空港関係工事を除く） 注３）入札参加者数は7地方整備局で集計

P.11

注１）８地方整備局の工事を対象。 (港湾 空港関係工事を除く）
注２）加算方式の工事を除く。

注３）入札参加者数は7地方整備局で集計。


